
新型インフルエンザ等対策に関する調査 
（国民意識調査）結果について（速報） 

資料１－５ 

調査実施期間 平成26年10月3日～10月5日 

調査対象 インターネット調査会社 
「クロス・マーケティング」社の 
登録モニター 

調査方法 ＷＥＢアンケート調査 

有効回答数 3,002サンプル 

１ 調査概要 

（１）目的 
 新型インフルエンザ等対策室では、新型インフルエンザ等対策特別措置法
（平成24年法律第31号）の施行、政府行動計画の閣議決定など体制整備を進

めてきたところであるが、実際に発生した際の対策の運用方針等の検討に
当っては、国民の理解を得ることが重要である。 
 発生時の詳細な対応においては、新型インフルエンザ等の病原性、ウイルス
の特徴、流行の状況等を総合的に勘案し、対策を決定することとなるが、この
対応についての検討における参考とするため、国民の意識を広く調査すること
を目的として、本調査を実施した。 
 

（２）概要 

２ 回答者の属性 （性別・年齢は、国勢調査の人口比と同一になるよう調整） 

①男性 
48.1% 

②女性 
51.9% 

（性別） 
（n=3,002） ①20-29歳 

13.3% 

②30-39歳 
17.3% 

③40-49歳 
16.1% ④50-59歳 

15.8% 

⑤60歳以

上 
37.5% 

（年齢） 
（n=3,002） 
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地域 回答者数 

北海道 136  4.5% 

東北地方 219  7.3% 

関東地方 1008  33.6% 

中部地方 552  18.4% 

近畿地方 488  16.3% 

中国地方 169  5.6% 

四国地方 101  3.4% 

九州・沖縄 329  11.0% 

計 3002  100.0% 

職業 回答者数 

①会社員（管理職以外の正社員） 561  18.7% 

②会社員（管理職） 143  4.8% 

③会社役員・経営者 41  1.4% 

④派遣・契約社員 180  6.0% 

⑤公務員・非営利団体職員 106  3.5% 

⑥教職員講師 47  1.6% 

⑦医療専門職（医師・看護師・療法士など） 57  1.9% 

⑧その他専門職（弁護士、会計士、税理士な
ど） 

27  0.9% 

⑨農林業 15  0.5% 

⑩漁業 0  0.0% 

⑪自営業（農林漁業以外） 165  5.5% 

⑫ＳＯＨＯ 24  0.8% 

⑬パート・アルバイト・フリーター 368  12.3% 

⑭内職 9  0.3% 

⑮専業主婦／主夫 653  21.8% 

⑯大学生、大学院生、専門学校生、短大生、予
備校生 

62  2.1% 

⑰無職、定年退職 483  16.1% 

⑱その他の職業 61  2.0% 

計 3002  100.0% 

 （地域は、国勢調査の人口比と 
 同一になるよう調整） 

Ｑ あなたは、近い将来、重症化しやすい新型インフルエンザ等が発生して、世界中で大流行が発生し、
大きな被害が生じることについて、不安を感じていますか。 

①とても不安であ

る 
9.9% 

②やや不安であ

る 
40.4% 

③どちらともいえ

ない 
26.0% 

④あまり不安

ではない 
16.5% 

⑤全く不安では

ない 
7.2% 

（n=3,002） 
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３ 調査結果 

【１】新型インフルエンザ等に対する不安感について 
 ◆ ５割以上が不安であると回答 



Ｑ あなたは、先ほど新型インフルエンザ等について、【［とても不安である］or ［やや不安である］ 】と回答
しましたが、その理由について、以下からあてはまるものをすべてお選びください。 

Ｑ あなたは、先ほど新型インフルエンザ等について、【［あまり不安ではない］or ［全く不安ではない］ 】と
回答しましたが、その理由について、以下からあてはまるものをすべてお選びください。 

（n=1,509） 

（n=713） 
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64.0  

38.4  

36.3  

27.0  

44.1  

5.9  

1.3  

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

①重篤化（症状が非常に重いこと）し、生命に危険が迫る可

能性があるため 

②混乱により、社会機能が維持されない可能性があるため 

③医療提供体制が不十分であると考えるため 

④政府・自治体の対策が不十分であると考えるため 

⑤新型インフルエンザ等に関する情報・知識が不足している

ため 

⑥特に理由はない・なんとなく 

⑦その他 

％ 

20.1  

14.3  

25.1  

8.0  

5.2  

48.1  

4.1  

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

①生命を脅かすような脅威にはならないと考えるため 

②社会的に大きな混乱は生じないと考えるため 

③医療提供体制が整っていると考えるため 

④政府・自治体の対策が整っていると考えるため 

⑤新型インフルエンザ等に関する情報・知識を身につけてい

るため 

⑥特に理由はない・なんとなく 

⑦その他 

％ 

【２】「不安である」とする理由 
 ◆ 「生命に危険が迫る可能性があるため」が最も多く、64.0％ 
 ◆ 次が「情報・知識不足」で、44.1％ 

【３】「不安ではない」とする理由 
 ◆ 「特に理由はない・なんとなく」が最も多く、48.1％ 



Ｑ あなたは、新型インフルエンザ等対策に関連する以下の各用語と内容について、どの程度ご存知で
すか。各用語について、内容を確認していただいた上で、自身のこれまでの理解度について１～５からあ
てはまるものをそれぞれお選び下さい。 
 
①新型インフルエンザ 
これまでヒトの間で流行したことのないインフルエンザウイルスが、トリやブタの世界からヒトの世界に入り、新たにヒトからヒトに感
染するようになったもの。またはかつて世界的規模で流行したインフルエンザで、現在の国民が免疫を獲得していないインフルエン
ザのこと。ほとんどのヒトがそのウイルスに対する免疫を獲得していないため、世界的大流行（パンデミック）となるおそれがありま
す。 
  
②新型インフルエンザ等緊急事態宣言 
新型インフルエンザ等が国内で発生し、全国的かつ急速なまん延により国民生活・国民経済に大きな影響を及ぼすおそれがあると
認められた場合に、内閣総理大臣により宣言されます。緊急事態が宣言された場合、外出自粛要請、学校、興行場等の使用制限
等の要請指示及び住民に対する予防接種の実施等の措置が実施される可能性があります。 
  
③帰国者・接触者相談センター 
新型インフルエンザ等の発生国から帰国した者又は患者と濃密に、高頻度又は長期間接触した者であって、発熱・呼吸器症状等を
有する者から、電話で相談を受け、帰国者・接触者のために設置される専門の外来（帰国者・接触者外来）に紹介するための相談
センター。仮に、あなたが発生国から帰国し、上記の症状が出た際には、まずセンターに電話し、指示を仰ぐ必要があります。 
  
④プレパンデミックワクチン 
新型インフルエンザが発生する前の段階で、新型インフルエンザウイルスに変異する可能性が高い鳥インフルエンザウイルスを基
に製造されるワクチン。2013年末現在、年間1,000万人分のワクチンが製造されています。 
  
⑤パンデミックワクチン 
新型インフルエンザが発生後に、出現した新型インフルエンザウイルス又はこれと同じ抗原性をもつウイルスを基に製造されるワク
チン。全国民のワクチン生産には、早くても約半年の期間を要します。 
  
⑥抗インフルエンザウイルス薬 
インフルエンザウイルスの増殖を阻害し、インフルエンザ症状を軽減する薬剤（商品名：タミフル、リレンザなど）。 

194  

72  

64  

50  

70  

222  

1446  

776  

583  

435  

546  

939  

684  

845  

782  

729  

691  

725  

456  

827  

919  

969  

912  

616  

222  

482  

654  

819  

783  

500  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①新型インフルエンザ 

②新型インフルエンザ等緊急事態宣言 

③帰国者・接触者相談センター 

④プレパンデミックワクチン 

⑤パンデミックワクチン 

⑥抗インフルエンザウイルス薬 

１ 十分に理解していた ２ 概ね理解していた 

３ どちらともいえない ４ ほとんど理解していなかった 

５ 全く理解していなかった 

（n=3,002） 
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【４】新型インフルエンザ等対策に関する知識について 
 ◆ 「新型インフルエンザ」については、５割以上が理解していたと回答 
 ◆ 緊急事態宣言やワクチンについての理解度は20％前後 



Ｑ あなたは、新型インフルエンザ等が日本国内のみならず、海外でも発生していない段階で、新型イン
フルエンザ等に関する情報として、どのような情報を得たいと考えますか。以下から、あてはまるものを３
つまでお選びください。 

①国の新型インフル

エンザ等対策の取組

について 
12.4% ②自治体の新型イン

フルエンザ等対策の

取組について 
9.0% 

③新型インフルエンザ

と季節性インフルエン

ザとの違い 
8.7% 

④インフルエンザウイ

ルスについて 
5.6% 

⑤どういう場合に感染

するかについて（感染

ルートについて） 
16.5% 

⑥感染予防策につい

て 
19.4% 

⑦ワクチンについて 
12.3% 

⑧抗インフルエンザウ

イルス薬について 
7.4% 

⑨その他 
0.1% 

⑩特に得たい情報は

ない 
8.5% 

（n=3,002） 

Ｑ あなたは、新型インフルエンザ等が日本国内で発生している状況下において、新型インフルエンザ等
に関する情報として、どのような情報を得たいと考えますか。以下から、あてはまるものを３つまでお選び
ください。 

①国内・地域の感染

分布状況 
13.9% 

②予防方法 
18.6% 

③感染した場合の対

処方法 
23.5% 

④感染した場合の症

状 
14.1% 

⑤ワクチンの接種方

法（どうしたら接種でき

るか） 
9.7% 

⑥ワクチンの効

果・副作用 
6.9% 

⑦抗インフルエンザウ

イルス薬の効果・副作

用 
5.5% 

⑧重症化しやすい人

（小児、高齢者、医学

的ハイリスク者） 
2% 

⑨その他 
0.0% 

⑩特に得たい情報は

ない 
5.6% 

（n=3,002） 
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【５】未発生段階で入手したい情報について 
 ◆ 最も多かった回答は「感染予防策について」で19.4％ 
 ◆ 以下、「どういう場合に感染するか」、「国の新型インフルエンザ等対策の取組について」の順 

【６】国内発生段階で入手したい情報について 
 ◆ 最も多かった回答は「感染した場合の対処方法」で23.5％ 
 ◆ 以下、「予防方法」、「感染した場合の症状」の順 



Ｑ あなたは、新型インフルエンザ等が発生している状況下において、どこから発信された情報を基にし
て行動しますか。以下から、あてはまるものを３つまでお選びください。 

①政府（国の省庁） 
24.6% 

②都道府県 
15.1% 

③区市町村 
18.3% 

④新型インフルエンザ

等に関する専門家 
10.8% 

⑤かかりつけ医 
9.3% 

⑥報道機関 
15.5% 

⑦家族・親族 
2.8% 

⑧職場関係者 
1.5% 

⑨友人・知人 
1.8% ⑩その他 

0.3% 

（n=3,002） 

Ｑ あなたは、以下のそれぞれの場面において、インフルエンザウイルスに感染する可能性はどの程度
であると考えますか。場面ごとに１～５のうち、最もあてはまるものをお選びください。 
 
①感染者と同じコップで回し飲みをした場合 
 
②感染者が、自身の唾液がついた手で触れたドアノブを、その直後に触れ、その触れた手を用いて手づかみで食事をした場合 
 
③室内での球技大会で、感染者が出場しているチームと試合を行った場合 
 
④感染拡大により、数日前から休校している学校沿いの道路を、徒歩で通行した場合 
 
⑤感染者が着ていた服をクリーニングした店で、数日後にクリーニングした服を着た場合 
 

997  

916  

301  

67  

59  

1171  

1229  

1058  

245  

198  

613  

634  

1162  

1141  

1032  

126  

142  

357  

1065  

975  

95  

81  

124  

484  

738  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

１ 感染する可能性が非常に高い ２ 感染する可能性が高い 
３ どちらともいえない（わからない） ４ 感染する可能性は低い 
５ 感染する可能性は非常に低い 

（n=3,002） 6 

【７】情報の入手元について 
 ◆ 最も多かった回答は「政府（国の省庁）」で24.6％ 
 ◆ 次が「区市町村」（18.3％）であり、「都道府県」（15.1％）を上回っている 

【８】新型インフルエンザに関する医学的知識について 
 ◆ 概ね医学的な見解と相違ない結果となっている 
 ◆ 一方で、④や⑤の場合も感染する可能性が高いと１割程度が回答している 



Ｑ あなたは、自分の住んでいる都道府県から新型インフルエンザ等による外出自粛の要請が出た場
合、どのくらいの期間の外出自粛要請であれば、応じることができますか。 

①１日 
6.3% 

②２～３日 
32.5% 

③４日～１週間

未満 

33% 

④１週間以上～

２週間未満 

11.3% 

⑤２週間以上～

１ヶ月未満 
4.3% 

⑥１ヶ月以上～

２ヶ月未満 
1.5% 

⑦２か月以上で

も応じる 
8.4% 

⑧応じることは

できない 
2.6% 

（n=3,002） 

Ｑ あなたは、新型インフルエンザ等による外出自粛の要請が出た場合、以下の各施設について、どの程
度使用すると思いますか。施設ごとに１～５のうち、最もあてはまるものをお選びください。 
 
①感染リスクが高い施設（学校（大学等を除く）、保育所、通所施設等） 
②大学、専修学校 
③教習所、学習塾 
④体育館、ボーリング場 
⑤劇場、映画館、博物館、図書館 
⑥ホテルの宴会場、集会所 
⑦百貨店、マーケット（食品等生活関連売場を除く） 

143  

92  

65  

50  

64  

61  

129  

186  

151  

111  

119  

172  

133  

495  

658  

671  

600  

527  

591  

597  

925  

726  

653  

661  

664  

714  

719  

733  

1289  

1435  

1565  

1642  

1461  

1492  

720  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①感染リスクが高い施設（学校（大学等を除

く）、保育所、通所施設等） 

②大学、専修学校 

③教習所、学習塾 

④体育館、ボーリング場 

⑤劇場、映画館、博物館、図書館 

⑥ホテルの宴会場、集会所 

⑦百貨店、マーケット（食品等生活関連売場を

除く） 

１ 必ず使用すると思う ２ 時々は使用すると思う 
３ どちらともいえない（わからない） ４ ほぼ使用しないと思う 
５ 全く使用しないと思う 

（n=3,002） 
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【９】外出自粛要請について 
 ◆ 応じることができる期間として、「４日～１週間未満」が33％、「２～３日」が32.5％で、多数を占めた 
 ◆ 「応じることはできない」という回答は2.6％ 

【１０】外出自粛要請時の施設利用について 
 ◆ 「百貨店・マーケット（食品等生活関連売場を除く）」を除き、使用する意向があるとした回答は、 
   各施設とも１割程度 



Ｑ 以下に掲げる各業種の従事者に特定接種を実施する場合どの程度賛同できますか。業種ごとに１～
５からお考えに近いものをお選びください。 
①新型インフルエンザ等に関する医療に従事する者 
②生命・健康に重大・緊急の影響がある医療に従事する者 
③国又は地方公共団体の新型インフルエンザ等対策に携わる者 
④社会保険・社会福祉・介護事業者 
⑤医薬品・医療機器関係事業者 
⑥治安維持を目的とした業務に従事する者（警察官、消防士、自衛隊員等） 
⑦ライフライン関係事業者（水道、ガス等） 
⑧旅客運送・貨物運送事業者（鉄道、航空等） 
⑨その他の社会機能維持に寄与する事業者（郵便、金融、食料品製造・販売等） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①新型インフルエンザ等に関する医療に従… 

②生命・健康に重大・緊急の影響がある医療… 

③国又は地方公共団体の新型インフルエン… 

④社会保険・社会福祉・介護事業者 

⑤医薬品・医療機器関係事業者 

⑥治安維持を目的とする業務に従事する者… 

⑦ライフライン関係事業者（水道、ガス等） 

⑧旅客運送・貨物運送事業者（鉄道、航空等） 

⑨その他の社会機能維持に寄与する事業者… 

１ とても賛同できる ２ 賛同できる ３ どちらともいえない（わからない） ４ 賛同できない ５ 全く賛同できない 

Ｑ 医療提供体制の維持や国民生活・経済の安定に寄与するため、特定の業種の方に対して、一般住民
より先に接種する場合、どの程度の人数が適当だと考えますか。 

（n=3,002） 

①０人 
0.8% ②３００万人程度（医

療関係者の人数に相

当、人口の２．５％程

度） 
17.9% 

③６００万人程度（人

口の５％程度） 
17.1% 

④１，０００万人程度

（国で毎年備蓄してい

るワクチン量と同程

度） 
15.6% 

⑤１，２００万人程度

（人口の１０％程度） 
4.8% 

⑥２，４００万人程

度（人口の２０％

程度） 
5.9% 

⑦その他 ＜その他

の人数及び理由＞ 
0.3% 

⑧わからない 
37.7% 

（n=3,002） 
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【１１】特定接種の対象者について 
 ◆  「医療従事者（①、②）」については、約８割が賛同できると回答 
 ◆ その他の業種についても、③～⑥については約６割が、 ⑦～⑨については約４割が賛同できると 
  回答している 

【１２】特定接種の対象者数について 
  ◆ 「わからない」を除くと、８割以上が1,000万人程度までの範囲で回答しており、その中でも 
    「300万人程度」 （17.9％）と「600万人程度」 （17.1％）が、多数を占めた    
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Ｑ 特定接種以外の一般の住民に対する予防接種の実施に当たって、優先順位のつけ方としてあなたが
妥当と考えるものはどれですか。以下の群の分類をもとに、最もお考えに近いものをお選びください。 
 
 Ⅰ 医学的ハイリスク者 
 Ⅱ 小児（15歳未満） 
 Ⅲ 成人・若年者（15歳以上65歳未満） 
 Ⅳ 高齢者（65歳以上） 
 
①重症化、死亡を可能な限り抑えることに重点を置いた考え方 
 （ Ⅰが最優先され、その後重症化しやすいと仮定される群から優先的に接種する考え方） 
 ＜ Ⅰ ⇒重症化しやすいと仮定される群 となる順＞ 
 
②日本の将来を守ることに重点を置いた考え方 
 （ Ⅱが最優先、次がⅠ、その後重症化しやすいと仮定される群から優先的に接種する考え方） 
 ＜ Ⅱ ⇒ Ⅰ ⇒重症化しやすいと仮定される群 となる順＞ 
 
③重症化、死亡を可能な限り抑えることに重点をおきつつ、合わせて日本の将来を守ることにも重点を置く考え方 
 （ Ⅰが最優先、次がⅡ、その後重症化しやすいと仮定される群から優先的に接種する考え方） 
 ＜ Ⅰ ⇒ Ⅱ ⇒重症化しやすいと仮定される群 となる順＞ 
 
④その他 
 

①重症化、死亡を可

能な限り抑えることに

重点を置いた考え方 
37.4% 

②日本の将来を守る

ことに重点を置いた

考え方 
25.6% 

③重症化、死亡を可

能な限り抑えることに

重点をおきつつ、合

わせて日本の将来を

守ることにも重点を置

く考え方 
34.3% 

④その他 
2.7% 

（n=3,002） 

上記の調査項目以外に、回答者属性として 
 
 ●子供・孫の有無 
 ●保育所等の使用の有無 
 ●通所サービスを利用している介護者の有無 
 ●基礎疾患の有無 
 
について調査しており、それらを基にクロス集計等を行い、 
更なる分析を実施する予定。 

【１３】住民接種の優先順位について 
 ◆ 最も多い回答は「①重症化、死亡を可能な限り抑えることに重点を置いた考え方」であったが、  
   ②、③の考え方も概ね同程度の回答があった 
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